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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期 21,424 8.5 431 629.8 924 37.7 174 △7.7

2023年２月期 19,747 △1.8 59 △83.6 671 △18.5 188 △71.7

（注）包括利益 2024年２月期 864百万円 （△51.4％） 2023年２月期 1,779百万円（0.6％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年２月期 48.69 － 0.8 3.3 2.0

2023年２月期 52.74 － 0.9 2.4 0.3

（参考）持分法投資損益 2024年２月期 48百万円 2023年２月期 48百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年２月期 28,704 24,416 76.7 6,154.11

2023年２月期 28,141 23,756 75.3 5,921.20

（参考）自己資本 2024年２月期 22,012百万円 2023年２月期 21,182百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年２月期 1,524 △832 △314 9,042

2023年２月期 918 △1,427 △313 8,275

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年２月期 － 25.00 － 25.00 50.00 178 94.8 0.9

2024年２月期 － 25.00 － 25.00 50.00 178 102.7 0.8

2025年２月期（予想） － 25.00 － 25.00 50.00 －

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 10,110 △5.7 △150 － 40 △93.1 △570 － △159.35

通期 20,640 △3.7 △90 － 270 △70.8 △490 － △136.98

１．2024年２月期の連結業績（2023年３月１日～2024年２月29日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2025年２月期の連結業績予想（2024年３月１日～2025年２月28日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年２月期 4,306,778株 2023年２月期 4,306,778株
②  期末自己株式数 2024年２月期 729,962株 2023年２月期 729,351株
③  期中平均株式数 2024年２月期 3,577,074株 2023年２月期 3,577,580株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期 11,503 12.6 156 － 696 206.9 43 －

2023年２月期 10,216 △4.7 △418 － 226 42.7 △100 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期 12.04 －

2023年２月期 △28.22 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年２月期 17,520 15,583 89.0 4,356.94

2023年２月期 17,665 15,441 87.4 4,316.24

（参考）自己資本 2024年２月期 15,583百万円 2023年２月期 15,441百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無
（注）詳細は、添付資料の12ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計
方針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2024年２月期の個別業績（2023年３月１日～2024年２月29日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業

績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につきましては、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（４）今

後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における世界経済は、ロシアのウクライナ侵攻の影響による原油価格の上昇を起因とした物価上

昇が進み、各国政府による金融引き締め政策による景気の冷え込みが懸念されております。また、中東地域の不安

定な政情が一層の物価上昇、景気後退を招く可能性もあり、当社グループの受注環境は依然として不透明感が続い

ております。

わが国経済におきましては、経済活動の正常化や大幅な賃上げなどが景気を下支えし、緩やかな回復が続くとみ

られています。その一方で、為替が円安基調で推移し、証券市場は活況を呈す一方で、継続的なエネルギー価格や

物価上昇にともなう金融政策の転換も懸念される状況となっております。

当社グループの主要な取引先であります自動車産業界におきましては、半導体不足が緩和したことや生産能力の

増強の影響などにより、生産台数の回復が見られます。また、電気自動車の開発と普及に一層積極的になっている

一方、一部地域によっては、電動自動車からハイブリッド車への需要の転換も見られます。

このような状況のもと、当社グループは受注を確保するための販売活動を強化していくとともに、小集団部門 

採算制による売上最大、経費最小、時間最短活動を進めております。

この結果、当連結会計年度における業績は、売上高は21,424百万円（前連結会計年度比8.5％増）、営業利益は

431百万円（前連結会計年度比629.8％増）、経常利益は924百万円（前連結会計年度比37.7％増）、特別損失とし

て中国子会社の保有する固定資産等に対する減損損失587百万円等を計上したことなどにより親会社株主に帰属す

る当期純利益は174百万円（前連結会計年度比7.7％減）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①日本

　当地域におきましては、顧客の設備投資が抑制されたことなどにともなう工具需要の減少は見られるものの、拡

販活動が奏功し、売上高は8,838百万円（前連結会計年度比0.7％増）となりました。

　また、北米向けの高付加価値品の販売や経費最小活動などの成果により、セグメント利益は56百万円（前連結会

計年度は452百万円のセグメント損失）となりました。

②アジア

当地域におきましては、中国において、従来のガソリン車向けの需要が著しく減少したことなどにより、売上高

は5,598百万円（前連結会計年度比1.1％減）となりました。

また、中国以外では業績の改善が進んだものの、中国での需要減が大きく響き、セグメント損失は231百万円

（前連結会計年度は163百万円のセグメント利益）となりました。

③北米・中米

　当地域におきましては、ハイブリッド車向けの工具需要が拡大し、売上高は3,703百万円（前連結会計年度比

62.4％増）となりました。

また、売上の増加にともない生産性が改善したことなどにより、セグメント利益は426百万円（前連結会計年度

比180.0％増）となりました。

④オセアニア

当地域におきましては、主力製品であります断熱材、包装資材の輸入製品との競争などがあったものの、断熱材

の需要が引き続き堅調に推移したことより、売上高は2,407百万円（前連結会計年度比4.0％増）となりました。

また、堅調な受注及び経費抑制により生産性が改善したなどにより、セグメント利益は114百万円（前連結会計

年度比17.4％増）となりました。

⑤欧州

当地域におきましては、既存顧客の売上が堅調に推移したことなどにより、売上高は875百万円（前連結会計年

度比22.3％増）となりました。

また、売上の増加にともなう利益の増加や円安の進展による為替の影響などにより、セグメント利益は83百万円

（前連結会計年度比34.0％増）となりました。
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2021年２月期 2022年２月期 2023年２月期 2024年２月期

自己資本比率（％） 72.4 73.8 75.3 76.7

時価ベースの自己資本比率(％) 23.5 21.1 20.4 20.7

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(％) 70.1 27.9 72.4 41.2

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 141.5 382.6 298.3 458.9

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末の総資産は28,704百万円となり、前連結会計年度末と比較して、562百万円増加いたしまし

た。これは主に、退職給付に係る資産360百万円、投資有価証券300百万円、現金及び預金248百万円がそれぞれ増

加したことなどによるものであります。

（負債）

当連結会計年度末の負債は4,288百万円となり、前連結会計年度末と比較して、97百万円減少いたしました。こ

れは主に、未払法人税等99百万円が増加したものの、長期借入金20百万円、その他の流動負債289百万円がそれぞ

れ減少したことなどによるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末の純資産は24,416百万円となり、前連結会計年度末と比較して、659百万円増加いたしまし

た。これは主に、為替換算調整勘定653百万円が増加したことなどによるものであります。

この結果、当連結会計年度末の自己資本比率は76.7％となっております。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末と

比較して767百万円増加し、9,042百万円となりました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は1,524百万円（前連結会計年度比66.1％増）となりました。

これは主に、減価償却費1,092百万円、減損損失587百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は832百万円（前連結会計年度比41.7％減）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出1,270百万円、有価証券の取得による支出179百万円などによるもの

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は314百万円（前連結会計年度比0.1％増）となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出299百万円、配当金の支払額177百万円などによるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

（注） １．次の算式に基づき、各指標を算出しております。

 自己資本比率：自己資本／総資産

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

 インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

 ２．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

 ３．株式時価総額は、連結会計年度末株価終値×連結会計年度末発行済株式数により算出しております。

 ４．営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての

負債を対象としております。

 また、利払いについては連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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（４）今後の見通し

当社グループの主要な取引先であります自動車産業界では、中国や欧米における景気後退懸念や電動化の進展、世

界的な材料価格の高騰などの懸念事項はあるものの、ロボットや自動化など新しい生産技術に対する投資は今後も拡

大すると見込まれます。

当社はこれら新技術への対応を強化するとともに販路拡大を目指して、顧客開拓に努めてまいります。

これにより当社グループの次期通期連結業績につきましては、売上高20,640百万円（前連結会計年度比3.7％

減）、営業損失90百万円（前連結会計年度は431百万円の営業利益）、経常利益270百万円（前連結会計年度比70.8％

減）、親会社株主に帰属する当期純損失490百万円（前連結会計年度は174百万円の親会社株主に帰属する当期純利

益）と予想いたしております。

また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当連結会計年度
(2024年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,640,055 8,888,857

受取手形及び売掛金 2,991,801 3,202,172

電子記録債権 1,034,900 1,094,886

有価証券 542,125 697,598

商品及び製品 1,373,183 1,505,624

仕掛品 746,514 584,717

原材料及び貯蔵品 861,778 653,161

その他 384,269 575,417

貸倒引当金 △15,645 △16,577

流動資産合計 16,558,983 17,185,858

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,896,219 1,829,314

機械装置及び運搬具（純額） 4,113,332 3,684,083

土地 2,036,413 2,085,505

建設仮勘定 71,164 61,731

その他（純額） 195,827 263,191

有形固定資産合計 8,312,957 7,923,826

無形固定資産 613,886 815,587

投資その他の資産

投資有価証券 1,594,581 1,894,994

長期貸付金 5,497 4,994

繰延税金資産 511,814 71,055

退職給付に係る資産 317,625 678,556

その他 251,290 154,346

貸倒引当金 △24,846 △24,846

投資その他の資産合計 2,655,962 2,779,100

固定資産合計 11,582,806 11,518,514

資産合計 28,141,789 28,704,373

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当連結会計年度
(2024年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 958,852 1,005,024

短期借入金 433,903 453,538

１年内返済予定の長期借入金 129,727 112,269

未払法人税等 145,890 245,132

賞与引当金 117,005 166,985

その他 1,505,596 1,216,403

流動負債合計 3,290,976 3,199,354

固定負債

長期借入金 82,517 62,370

役員退職慰労引当金 45,840 49,440

繰延税金負債 128,968 128,143

退職給付に係る負債 480,429 539,794

その他 356,580 309,086

固定負債合計 1,094,336 1,088,835

負債合計 4,385,312 4,288,190

純資産の部

株主資本

資本金 2,882,016 2,882,016

資本剰余金 4,133,694 4,133,694

利益剰余金 13,918,377 13,913,674

自己株式 △1,042,882 △1,043,771

株主資本合計 19,891,205 19,885,613

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 328,745 608,374

為替換算調整勘定 729,615 1,383,061

退職給付に係る調整累計額 233,111 135,063

その他の包括利益累計額合計 1,291,472 2,126,499

非支配株主持分 2,573,798 2,404,071

純資産合計 23,756,476 24,416,183

負債純資産合計 28,141,789 28,704,373
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2022年３月１日
　至　2023年２月28日)

当連結会計年度
(自　2023年３月１日

　至　2024年２月29日)

売上高 19,747,336 21,424,550

売上原価 15,336,678 16,506,261

売上総利益 4,410,657 4,918,288

販売費及び一般管理費 4,351,563 4,487,013

営業利益 59,093 431,275

営業外収益

受取利息 70,876 159,436

受取配当金 35,512 41,911

持分法による投資利益 48,123 48,201

仕入割引 11,744 －

為替差益 279,209 144,025

技術指導料 62,487 67,753

その他 110,125 42,161

営業外収益合計 618,079 503,489

営業外費用

支払利息 3,522 2,425

その他 1,894 7,472

営業外費用合計 5,417 9,897

経常利益 671,756 924,867

特別利益

固定資産売却益 5,572 4,917

保険解約返戻金 － 66,685

特別利益合計 5,572 71,603

特別損失

固定資産除売却損 6,920 19,350

支払補償費 － 26,862

減損損失 193,177 587,547

関係会社事業損失 － 99,889

特別損失合計 200,097 733,650

税金等調整前当期純利益 477,231 262,819

法人税、住民税及び事業税 229,439 354,078

法人税等調整額 △23,395 38,706

法人税等合計 206,043 392,785

当期純利益又は当期純損失（△） 271,188 △129,965

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に

帰属する当期純損失（△）
82,498 △304,124

親会社株主に帰属する当期純利益 188,689 174,158

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2022年３月１日
　至　2023年２月28日)

当連結会計年度
(自　2023年３月１日

　至　2024年２月29日)

当期純利益又は当期純損失（△） 271,188 △129,965

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,515 279,628

為替換算調整勘定 802,338 805,920

退職給付に係る調整額 686,422 △101,323

持分法適用会社に対する持分相当額 13,906 9,746

その他の包括利益合計 1,508,182 993,971

包括利益 1,779,370 864,005

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,514,447 1,009,185

非支配株主に係る包括利益 264,923 △145,179

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,882,016 4,162,607 13,890,681 △1,042,493 19,892,811

当期変動額

剰余金の配当 △160,993 △160,993

親会社株主に帰属する当期純
利益

188,689 188,689

自己株式の取得 △389 △389

非支配株主との取引に係る親
会社の持分変動

△28,912 △28,912

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

当期変動額合計 － △28,912 27,696 △389 △1,606

当期末残高 2,882,016 4,133,694 13,918,377 △1,042,882 19,891,205

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純資産合計

その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘
定

退職給付に係る調
整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 323,230 92,352 △449,868 △34,284 2,401,510 22,260,036

当期変動額

剰余金の配当 △160,993

親会社株主に帰属する当期純
利益

188,689

自己株式の取得 △389

非支配株主との取引に係る親
会社の持分変動

△28,912

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

5,515 637,262 682,980 1,325,757 172,288 1,498,045

当期変動額合計 5,515 637,262 682,980 1,325,757 172,288 1,496,439

当期末残高 328,745 729,615 233,111 1,291,472 2,573,798 23,756,476

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2022年３月１日　至　2023年２月28日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,882,016 4,133,694 13,918,377 △1,042,882 19,891,205

当期変動額

剰余金の配当 △178,862 △178,862

親会社株主に帰属する当期純
利益

174,158 174,158

自己株式の取得 △888 △888

非支配株主との取引に係る親
会社の持分変動

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

当期変動額合計 － － △4,703 △888 △5,592

当期末残高 2,882,016 4,133,694 13,913,674 △1,043,771 19,885,613

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純資産合計

その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘
定

退職給付に係る調
整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 328,745 729,615 233,111 1,291,472 2,573,798 23,756,476

当期変動額

剰余金の配当 △178,862

親会社株主に帰属する当期純
利益

174,158

自己株式の取得 △888

非支配株主との取引に係る親
会社の持分変動

－

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

279,628 653,445 △98,047 835,026 △169,727 665,298

当期変動額合計 279,628 653,445 △98,047 835,026 △169,727 659,706

当期末残高 608,374 1,383,061 135,063 2,126,499 2,404,071 24,416,183

当連結会計年度（自　2023年３月１日　至　2024年２月29日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2022年３月１日
　至　2023年２月28日)

当連結会計年度
(自　2023年３月１日

　至　2024年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 477,231 262,819

減価償却費 1,036,769 1,092,633

減損損失 193,177 587,547

持分法による投資損益（△は益） △48,123 △48,201

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11,063 △424,840

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,900 3,600

賞与引当金の増減額（△は減少） △15,074 49,979

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 114

受取利息及び受取配当金 △106,389 △201,347

為替差損益（△は益） △231,906 △160,418

保険解約損益（△は益） － △66,685

支払利息 3,522 2,425

支払補償費 － 26,862

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,347 14,432

売上債権の増減額（△は増加） △41,260 △153,261

棚卸資産の増減額（△は増加） △204,782 378,250

仕入債務の増減額（△は減少） △92,668 △17,267

その他 64,302 257,018

小計 1,051,107 1,603,662

利息及び配当金の受取額 100,110 199,274

利息の支払額 △2,991 △3,323

法人税等の支払額 △230,158 △247,894

補償金の支払額 － △26,862

営業活動によるキャッシュ・フロー 918,068 1,524,856

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △413,040 △3,240

定期預金の払戻による収入 3,240 412,230

有価証券の取得による支出 △600,397 △179,360

有価証券の売却及び償還による収入 364,386 236,694

有形固定資産の取得による支出 △635,259 △1,270,868

有形固定資産の売却による収入 13,789 53,008

貸付けによる支出 △92 △1,490

貸付金の回収による収入 1,340 2,623

保険積立金の解約による収入 － 164,242

その他 △161,069 △246,447

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,427,101 △832,607

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 48,533 19,512

長期借入れによる収入 200,000 260,000

長期借入金の返済による支出 △297,346 △299,028

自己株式の取得による支出 △389 △888

配当金の支払額 △159,912 △177,738

非支配株主への配当金の支払額 △8,158 △116,020

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△96,465 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △313,738 △314,163

現金及び現金同等物に係る換算差額 407,679 389,117

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △415,093 767,202

現金及び現金同等物の期首残高 8,690,769 8,275,676

現金及び現金同等物の期末残高 8,275,676 9,042,879

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下、「時価

算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

こととしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に超硬工具関連事業等ならびにこれらの附帯事業を事業内容としており、国内においては当

社及び連結子会社２社が、海外においてはアジア（韓国、中国、インドネシア、タイ、インド）、北米・

中米（米国、メキシコ）、欧州（ポーランド）においてそれぞれの現地法人が事業を行っております。

また、包装資材関連事業については、オセアニア（豪州）において現地法人が事業を行っております。

現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、各地域における戦略を立案し、事業活動を展開しており

ます。

なお、包括的なグループ経営方針等については当社がすべて統括し、各現地法人へ指示しております。

したがって、当社は生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、

「アジア」、「北米・中米」、「オセアニア」及び「欧州」の５つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高または振替高は市場実勢価格に基づいております。

- 12 -

富士精工㈱（6142）　2024年２月期決算短信



（単位：千円）

報告セグメント
合計 調整額(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２

日本 アジア 北米・中米 オセアニア 欧州

売上高

超硬工具関連事
業

7,885,428 5,658,337 2,280,681 － 715,973 16,540,421 － 16,540,421

自動車部品関連
事業

326,889 － － － － 326,889 － 326,889

包装資材関連事
業

－ － － 2,315,844 － 2,315,844 － 2,315,844

その他 564,180 － － － － 564,180 － 564,180

顧客との契約か
ら生じる収益

8,776,498 5,658,337 2,280,681 2,315,844 715,973 19,747,336 － 19,747,336

外部顧客への売
上高

8,776,498 5,658,337 2,280,681 2,315,844 715,973 19,747,336 － 19,747,336

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,988,858 666,188 2,237 － 38,560 2,695,844 △2,695,844 －

計 10,765,357 6,324,525 2,282,918 2,315,844 754,534 22,443,180 △2,695,844 19,747,336

セグメント利益又
は損失（△）

△452,268 163,155 152,307 97,265 62,211 22,671 36,422 59,093

セグメント資産 18,497,701 7,176,251 1,432,881 2,355,861 517,644 29,980,340 △1,838,551 28,141,789

その他の項目

減価償却費 535,058 320,840 105,736 61,450 19,115 1,042,201 △5,431 1,036,769

持分法適用会社
への投資額

－ 131,842 － － － 131,842 － 131,842

有形固定資産及
び無形固定資産
の増加額

879,117 132,872 22,403 91,226 6,750 1,132,369 △9,769 1,122,600

３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益

の分解情報

前連結会計年度（自　2022年３月１日　至　2023年２月28日）

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

　(1)セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　(2)セグメント資産の調整額、減価償却費の調整額、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額

は、セグメント間取引消去であります。

　２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計 調整額(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２

日本 アジア 北米・中米 オセアニア 欧州

売上高

超硬工具関連事
業

7,767,314 5,598,582 3,703,819 － 875,464 17,945,181 － 17,945,181

自動車部品関連
事業

298,677 － － － － 298,677 － 298,677

包装資材関連事
業

－ － － 2,407,828 － 2,407,828 － 2,407,828

その他 772,863 － － － － 772,863 － 772,863

顧客との契約か
ら生じる収益

8,838,854 5,598,582 3,703,819 2,407,828 875,464 21,424,550 － 21,424,550

外部顧客への売
上高

8,838,854 5,598,582 3,703,819 2,407,828 875,464 21,424,550 － 21,424,550

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

3,179,543 767,118 668 － 61,787 4,009,116 △4,009,116 －

計 12,018,397 6,365,700 3,704,487 2,407,828 937,251 25,433,666 △4,009,116 21,424,550

セグメント利益又
は損失（△）

56,185 △231,582 426,496 114,220 83,380 448,700 △17,425 431,275

セグメント資産 18,718,420 6,712,022 2,015,478 2,518,140 596,106 30,560,167 △1,855,794 28,704,373

その他の項目

減価償却費 545,135 312,903 103,042 115,469 22,257 1,098,809 △6,175 1,092,633

持分法適用会社
への投資額

－ 161,850 － － － 161,850 － 161,850

有形固定資産及
び無形固定資産
の増加額

963,726 150,122 31,464 62,753 47,972 1,256,038 △10,065 1,245,973

当連結会計年度（自　2023年３月１日　至　2024年２月29日）

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

　(1)セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　(2)セグメント資産の調整額、減価償却費の調整額、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額

は、セグメント間取引消去であります。

　２．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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超硬工具

関連事業

自動車部品

関連事業

包装資材

関連事業
その他事業 計

外部顧客への売上高 16,540,421 326,889 2,315,844 564,180 19,747,336

日　本 中　国 アジア オセアニア 北米・中米 欧　州 合　計

8,776,498 2,924,469 2,733,868 2,315,844 2,280,681 715,973 19,747,336

日　本 中　国 アジア オセアニア 北米・中米 欧　州 合　計

4,715,742 831,519 1,170,667 989,449 419,811 185,765 8,312,957

超硬工具

関連事業

自動車部品

関連事業

包装資材

関連事業
その他事業 計

外部顧客への売上高 17,945,181 298,677 2,407,828 772,863 21,424,550

日　本 中　国 アジア オセアニア 北米・中米 欧　州 合　計

8,838,854 2,621,107 2,977,475 2,407,828 3,703,819 875,464 21,424,550

【関連情報】

前連結会計年度（自　2022年３月１日　至　2023年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報
（単位：千円）

（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な製品

(1）超硬工具関連事業……ホルダー、チップ、バイト、カッター・ドリル・リーマ

(2）自動車部品関連事業…自動車用試作部品

(3）包装資材関連事業……緩衝梱包材、断熱材、保冷剤

(4）その他事業……………機械工具の設計及び販売、機械の販売、金型の製造及び販売、専用工

　　　　　　　　　　　　作機械、汎用工作機械等の製造及び販売

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：千円）

（注）売上高は、拠点の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2）有形固定資産
（単位：千円）

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、特定の顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％に満たないため、

主要な顧客ごとの情報の記載を省略しております。

当連結会計年度（自　2023年３月１日　至　2024年２月29日）

１．製品及びサービスごとの情報
（単位：千円）

（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な製品

(1）超硬工具関連事業……ホルダー、チップ、バイト、カッター・ドリル・リーマ

(2）自動車部品関連事業…自動車用試作部品

(3）包装資材関連事業……緩衝梱包材、断熱材、保冷剤

(4）その他事業……………機械工具の設計及び販売、機械の販売、金型の製造及び販売、専用工

　　　　　　　　　　　　作機械、汎用工作機械等の製造及び販売

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：千円）

（注）売上高は、拠点の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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日　本 中　国 アジア オセアニア 北米・中米 欧　州 合　計

4,816,848 193,731 1,203,814 1,084,153 399,802 225,475 7,923,826

(2）有形固定資産
（単位：千円）

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、特定の顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％に満たないため、

主要な顧客ごとの情報の記載を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2022年３月１日　至　2023年２月28日）

　「日本」セグメントにおいて固定資産の減損損失を193,177千円、計上しております。

当連結会計年度（自　2023年３月１日　至　2024年２月29日）

　「日本」セグメントにおいて固定資産の減損損失を17,099千円、計上しております。

　「アジア」セグメントにおいて固定資産の減損損失を570,448千円、計上しております。

前連結会計年度

（自　2022年３月１日

至　2023年２月28日）

当連結会計年度

（自　2023年３月１日

至　2024年２月29日）

１株当たり純資産額 5,921円20銭 6,154円11銭

１株当たり当期純利益金額 52円74銭 48円69銭

前連結会計年度

（自　2022年３月１日

至　2023年２月28日）

当連結会計年度

（自　2023年３月１日

至　2024年２月29日）

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益

金額（千円）
188,689 174,158

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益金額（千円）
188,689 174,158

期中平均株式数（千株） 3,577 3,577

（１株当たり情報）

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　２．１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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